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意
見
が
分
か
れ
た
議
案　

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
報
告

平成29年12月定例会で意見が分かれた議案

議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 日本共産党
議員団 無会派 無会派 無会派 無会派 無会派

山田
雅彦

中川
庄一

鈴木
昌一

田中
一正

今村
裕

平田
武

細田
廣

田中
京子

渡部
一夫

鈴木
貞正

竹野
光雄

小川
尚一

門馬
和夫

但野
謙介

太田
淳一

荒木
千恵子

渡部
寛一

岡﨑
義典

大山
弘一

奥村
健郎

志賀
稔宗

水井
清光

12
月
定
例
会

市
長
提
案

決　

算

平成 28 年度南
相馬市一般会計
歳入歳出決算認
定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

市
長
提
案

決　

算

平成 28 年度南
相馬市国民健康
保険特別会計歳
入歳出決算認定
について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

市
長
提
案

条　

例

南相馬市原子力災
害による被災者に
対する市税の減免
に関する条例の一
部を改正する条例
制定について

可 ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ 議 ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ○

市
長
提
案

条　

例

南相馬市病院事
業の設置等に関
する条例等の一
部を改正する条
例制定について

否 ○ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ╳ ○

　○　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■可　可決　■■否　否決　■■継　継続審査
　○　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■○　賛成　■■╳　反対　■■議　議長　■■欠　欠席　■■退　退席

　

本
特
別
委
員
会
は
、
先
の
平
成
27
年
12

月
16
日
に
設
置
さ
れ
、
平
成
28
年
11
月
31

日
ま
で
に
協
議
さ
れ
、
報
告
の
あ
っ
た
12

件
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
29
年
２
月
８
日
よ

り
12
月
５
日
ま
で
の
９
回
の
委
員
会
、
ま

た
議
会
運
営
委
員
会
と
の
合
同
に
よ
る
先

進
自
治
体
議
会
研
修
を
実
施
し
、
更
に
本

議
会
に
於
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け

た
研
修
会
を
２
度
に
渡
り
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
性
と
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
中
間
報
告
い

た
し
ま
す
。

「
議
員
間
討
議
の
導
入
」

「
議
員
間
討
議
の
導
入
」

　

議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は
、
導
入
す
る

こ
と
で
進
め
る
が
、
当
市
議
会
で
は
初
め

て
の
こ
と
も
あ
り
、
試
行
的
に
議
員
間
討

議
を
重
ね
て
か
ら
、
要
綱
等
の
整
備
を
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
委
員
会
会
議
録
の
公
開
」

「
委
員
会
会
議
録
の
公
開
」

　

委
員
会
会
議
録
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

議
事
録
署
名
の
手
続
き
を
踏
ん
だ
も
の
に

限
り
委
員
会
会
議
録
は
開
示
し
、
常
任
委

員
会
及
び
決
算
特
別
委
員
会
の
会
議
録
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
検
索
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
公
開
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

「
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進

「
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進

　
　
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

　
　
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
）」

導
入
）」

　

平
成
29
年
７
月
12
日
か
ら
２
日
間
、
議
会

運
営
委
員
会
と
合
同
で
神
奈
川
県
南
足
柄
市

及
び
栃
木
県
栃
木
市
の
各
議
会
に
、
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
を
踏
ま
え
、
機
能
と
使
用
効
果
に
つ

い
て
全
議
員
が
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
触
れ

て
検
証
す
る
勉
強
会
を
、
２
回
に
わ
た
り
ソ

フ
ト
事
業
者
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
機
の
導

入
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
留
ま
ら
ず
、
資

料
印
刷
や
連
絡
・
案
内
な
ど
の
事
務
作
業
の

軽
減
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
執
行
部
と

の
情
報
の
共
有
に
よ
り
本
会
議
や
委
員
会
に

お
け
る
議
論
を
深
め
、
政
務
活
動
に
於
い
て

も
正
確
な
行
政
情
報
を
瞬
時
に
市
民
に
報
告

出
来
る
な
ど
、議
員
活
動
の
幅
を
広
げ
る
ツ
ー

ル
と
し
て
の
可
能
性
が
期
待
で
き
る
も
の
と

認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
の
策
定
に

向
け
議
論
を
深
め
、「
南
相
馬
市
議
会
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
機
使
用
基
準
（
案
）」
を
策
定

し
ま
し
た
。
更
に
、
管
理
と
活
用
に
は
、
議

員
各
自
の
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
長

小

川

尚

一

中

間

報

告

検

議

討

会

特

改

別

革

委

員

会
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入居者が少なくなった仮設住宅

応
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

答　

男
性
が
参
加
し
や
す

い
企
画
で
の
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

問　

仮
設
住
宅
は
あ
と
１

年
３
ヶ
月
だ
け
し
か
入
れ

ま
せ
ん
。
新
た
な
住
ま
い

の
見
通
し
が
立
た
な
い
、

持
て
な
い
方
の
実
態
と
対

応
は
ど
う
か
。

答　

生
活
再
建
の
意
向
把

握
に
努
め
て
い
る
。
入
居

者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に

努
め
ま
す
。

問　

深
刻
な
の
は
、
今
後

の
こ
と
を
考
え
る
の
を
や

め
て
し
ま
っ
た
方
が
い
ま

す
。
画
一
的
な
対
応
や
、

担
当
者
ま
か
せ
で
は
だ
め

で
す
。
幅
広
い
知
見
を

持
っ
た
市
職
員
が
最
後
ま

で
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う

に
す
べ
き
で
す
。

答　

職
員
が
連
携
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問　

20
㎞
圏
内
の
避
難
指

示
解
除
か
ら
１
年
５
ヶ

月
で
す
。
帰
還
住
民
は

２
千
726
人
、
３
・
11
時
点

の
住
民
の
19
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
う
ち
65
歳
以
上
が

51
％
で
す
。

　

収
束
し
て
い
な
い
原
発

か
ら
近
い
距
離
で
あ
り
、

買
い
物
だ
け
で
も
困
難
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
仮
設
住
宅
入
居

か
ら
６
年
が
経
ち
ま
し
た
。

入
居
状
況
と
今
後
の
集
約

等
の
対
応
策
を
伺
う
。

答　

建
設
戸
数
２
千
738
戸

へ
の
入
居
率
は
18
％
で

す
。
今
後
の
集
約
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問　

仮
設
住
宅
入
居
者
へ

の
援
助
、
支
援
策
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

保
健
師
、
生
活
相
談

員
の
戸
別
訪
問
で
の
相
談

活
動
や
、
絆
づ
く
り
職
員

の
安
否
確
認
で
す
。

問　

集
会
所
で
の
サ
ロ
ン

に
は
男
性
が
少
な
く
、
対

質問を終えて
　「仮設に入れて下さい
と頼まれたから、やって
あげているのだ。」と言
う暴言職員も。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

災
害
公
営
住
宅
で
は
孤

立
化
が
進
ん
で
い
る
。

❷ 

災
害
公
営
住
宅
退
去
時

に
50
万
円
の
請
求
が

被
災
者
に
よ
り
そ
っ
た

被
災
者
に
よ
り
そ
っ
た

仮
設
対
応
を

仮
設
対
応
を

渡部 寛一 議員

月
臨
時
会

一
般
質
問

○
小
高
区
商
業
施
設
整
備
事
業

・
補
正
額
１
億
１
千
178
万
円

【
主
な
内
容
】

　

小
高
区
の
生
活
環
境
の
利

便
性
の
向
上
と
街
な
か
の
賑

わ
い
の
創
出
、
帰
還
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
食
料
品

等
小
売
店
を
整
備
す
る
。

・
補
正
内
容

　

建
設
工
事
費　

建
設
工
事

管
理
業
務
委
託
費　

水
道
加

入
負
担
金

・
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
平
成
29
〜
30
年
度
：

　
　

建
設
工
事

　
平
成
30
年
度
：

　

指
定
管
理
者
選
定

　

開
所（
平
成
30
年
12
月
ま
で
）

質　

疑　

６
月
議
会
終
了

後
の
28
日
の
全
員
協
議
会
で

既
に
帰
還
し
て
い
る
方
々
の

要
望
に
応
え
る
べ
く
臨
時
会

等
で
対
応
し
な
が
ら
早
期
の

オ
ー
プ
ン
を
お
願
い
し
て
き

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
が
、

そ
の
後
４
か
月
の
間
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
て
今
回
の
補

正
計
上
に
至
っ
た
の
か
。
ま

た
、
当
初
に
比
べ
約
３
か
月

前
倒
し
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
さ
ら
に
前
倒
し
で
き
る

手
立
て
は
な
い
の
か
。

答　

弁　

６
月
議
会
の
建

設
経
済
常
任
委
員
会
の
付
帯

決
議
を
受
け
、
７
月
13
日
に

商
業
施
設
の
運
営
に
意
欲
の

あ
る
方
、
事
業
者
を
募
り
検

討
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
検

討
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
踏

ま
え
、
７
月
28
日
か
ら
実
施

設
計
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

実
施
設
計
の
工
期
に
つ
い

て
は
、
当
初
11
月
末
ま
で
の

４
か
月
を
予
定
し
て
い
た

が
、
請
負
業
者
と
協
議
し
３

か
月
に
短
縮
。
そ
の
後
さ
ら

に
２
週
間
の
短
縮
を
お
願
い

し
10
月
中
旬
に
設
計
額
が
示

さ
れ
、
今
回
の
補
正
計
上
に

至
っ
た
。

　

次
に
、
今
後
施
工
業
者
が

決
定
次
第
、
当
該
業
者
と
工

期
の
短
縮
に
つ
い
て
協
議
す

る
と
と
も
に
、
工
事
に
遅
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
工
程
管
理

を
徹
底
し
て
い
く
考
え
。
併

せ
て
指
定
管
理
者
が
選
定
さ

れ
た
ら
開
店
準
備
の
前
倒
し

や
準
備
期
間
の
短
縮
等
の
調

整
を
図
り
、
１
日
も
早
い
開

店
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

く
。

1億1,178万円

小高区商業施設整備事業
　帰還意欲の促進と帰還後の安定した生活確保を
図るため、食料品等小売店舗の整備を実施。

一般会計補正予算規模

６３７億円（１億1,178万円増）
　補正後の一般会計歳入歳出総額が、637億 3,809 万9千円となった。

平成29年度

　11月臨時会は11月６日の１日間行われ、議案２件（予算関係1件、
その他1件）を審議し、原案通り可決しました。1111月臨時会月臨時会
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